
　しかし、多くのママさんコンサルタ
ントが暗中模索し、限界を感じつつ働
いていたり、辞めてしまったりするの
も事実である。開発コンサルタントは、
専門性に加え、現場での経験や実績が
重視される仕事であり、継続的なキャ
リアアップが求められる。コンサルタ
ント事業の質を高めるためにも、開発
コンサルタント業界の活性化のために
も、せっかく育成された人材を有効活
用しないのはあまりにももったいない。
　さらに、安倍首相は、昨年の国連総
会の一般討論演説で、日本と途上国で
の「女性の輝く社会の実現」に取り組
んでいくことを表明し、これからます
ます女性コンサルタントの活躍が期待
される。ECFAでも、4年前からワー
ク・ライフ・バランスについての意見
交換会が行われており、情報共有のほ
か、国際協力機構（JICA）に子育て世
代のコンサルタントが関わる案件につ
いて国内M/Mへの切替えを要望した
り、海外出張が少ない案件の受注方法
を議論したりしてきた。個人の努力で
できることには限界があるので、ぜひ、
政府・JICA・開発コンサルタント業界
全体でママさんコンサルタントが輝き、
働き続けやすい環境について検討して
いってほしい。

　国際協力の仕事は、やりがいがあり
比較的男女平等な職場環境ということ
から、女性にとっても魅力的な仕事で
ある。開発コンサルタントは世界中を
駆け回り、国内にいるより海外にいる
期間の方が長い生活を送っている。独
身時代、そのような生活を送ってきた
女性コンサルタントは、結婚、妊娠、
出産、育児というライフイベントでは、
「ワーク・ライフ・バランス」の難し
さに直面する。その理由の一つは、開
発コンサルタントという仕事柄、海外
出張が求められることだ。出張期間は
最低2～3週間、それも年に複数回渡航
することが求められる。不在の間、子
どもの世話をしてくれる人を探さなく
てはならない上、自分が長期間いない
ことによる子どもへの精神的な影響も
気にかかる。
　わが家には５歳の娘と３歳の息子が
いる。家族への負担を最小限にしつつ、
どうやって仕事を続けるか試行錯誤し
てきた。最初の出張はネパールでの１
カ月の業務だった。まだ１歳を過ぎた
ばかりの娘を日本において離れること
はできなかった。幸い、ネパールには
以前にも長期滞在したことがあり、現
地の生活事情、病院、保育サービスの
情報もあったため、娘を連れていくこ
とには抵抗がなかった。そこで、上司
とも相談し、自費で実母を子守として
同伴し現地入りした。２回目以降は、
ネパール在住の友人の全面的な協力を
得て、就業中は友人宅に託し、子ども
を夜寝かしつけてから再び仕事をする

形で娘と一緒に出張を繰り返した。
　息子が生まれてからは、子連れでの
出張が最善な選択ではないと思うよう
になった。１年間は国内業務のみを希
望したが、案件も少なく安定した売り
上げを見込むのが難しかった。息子が
２歳を過ぎた頃、夫や両親と相談し、
２週間程度、年２～３回であれば協力
してくれることとなった。夫も海外出
張が多いため、子どもたちは夫の不在
には慣れていたが、私が不在にするこ
とをどう受け止めるか心配だった。
　しかし、娘は「お金なくなっちゃっ
たの？なら、お仕事してきていいよ」
と。私がいないと寂しがるのではない
かと決まった時間にSkypeで連絡を取
り合うようにしたが、子どもの方が心
の切り替えが早く「今じいじと遊んで
るから、またね！」と相手にしてくれ
なかった。子どもにとって、いつもと
違う夫や祖父母との濃密な時間は私以
外の家族との絆を強める貴重な時とな
ってきている。このように、夫、両親、
上司・同僚、友人、そしてなによりも
子どもたちに助けられ、子どもの成長
に合わせて何が最善の選択なのかを見
極めながら、ワークとライフのバラン
スを図っている。
　当社の社員は140人。うち約半数は
女性である。過去５年間で産前産後休
暇・育児休業を取得した実績は15人。
取得率は年々増えている。開発コンサ
ルタントに占める女性の割合が増えれ
ば、ママさんコンサルタントの割合も
増えることはごく自然なことである。
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輝け！ ママさんコンサルタント
～女性が働き続けられる環境の整備を

〜開発コンサルティングの現場から〜 ④

げんちちょくそう

1964年に設立され、わが国のODAを中心に海外で活躍する開発コンサルティング企業などの振興を通じ、国際協力の促進に寄与することを目的として活動しています。

アイ・シー・ネット（株）
コンサルティング事業部　コンサルタント 小林  花

ECFAは50周年記念シンポ「グローバル化時代に求められる開発協力人材とは」を7月12日（土）、東京国際フォーラムで開催します。詳細はECFAホームページを参照。


